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第
42
回
全
国
公
立
小
中
学
校

事
務
研
究
大
会
徳
島
大
会
が
、

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
を
主
な
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

期
間
は
、
７
月
28
日
か
ら
30
日

の
三
日
間
。
「
子
ど
も
の
豊
か

な
育
ち
を
支
援
す
る
学
校
事
務

ひ
ろ
が
れ
！
つ
な
が
れ
！
阿
波

（
Ｏ
Ｕ
Ｒ
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
大
会
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
学

校
事
務
関
係
者
約
２
０
０
０
人

が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
地
元
藍

住
東
小
学
校
、
加
茂
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
阿
波
踊
り
が
大
会

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
花
を
添
え
た
。

二
度
目
と
な
る
今
回
も
先
輩

た
ち
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
学

校
事
務
職
員
の
熱
気
が
伝
わ
る

阿
波
会
議
と
な
る
よ
う
、
全
会

員
で
大
会
運
営
に
携
わ
っ
た
こ

の
経
験
が
、
今
後
の
県
事
研
の

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

午
後
の
分
科
会
は
、
日
本
Ｎ

Ｉ
Ｅ
学
会
常
任
理
事
で
あ
る
鳴

門
教
育
大
学
大
学
院
准
教
授
阪

根
健
二
氏
、
徳
島
新
聞
社
編
集

局
読
者
室
部
長
森
野
永
巳
氏
を

講
師
に
、
新
聞
づ
く
り
を
体
験

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め
た

研
究
部
員
達
は
「
鳴
門
教
育
大

学
公
開
講
座
」
や
「
事
務
職
員

の
た
め
の
新
聞
づ
く
り
講
座
」

を
通
し
て
、
新
聞
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
学
び
、
こ
の

日
を
迎
え
た
。
新
聞
講
座
で
は
、

地
元
紙
で
あ
る
徳
島
新
聞
の
協

力
に
よ
り
、
校
内
号
外
・
地
域

号
外
を
徳
島
新
聞
の
宅
配
網
を

通
じ
て
地
域
に
届
け
る
と
い
っ

た
取
組
が
、
地
域
連
携
に
大
き

な
効
果
を
上
げ
て
い
る
現
状
を

知
り
、
広
報
紙
の
重
要
性
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
講

座
協
力
者
の
藤
川
由
香
氏
指
導

に
よ
る
「
櫃
石
新
聞
」
（
香
川

県
坂
出
市
立
櫃
石
中
学
校
・
日

本
新
聞
教
育
文
化
財
団
わ
が
ま

ち
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

受
賞
）
の
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

あ
ふ
れ
た
紙
面
か
ら
は
、
生
徒

が
島
の
人
々
に
直
接
取
材
す
る

こ
と
に
よ
り
、
島
へ
の
思
い
を

一
層
強
く
し
、
地
域
の
人
々
と

学
校
が
よ
り
強
い
絆
で
結
ば
れ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
橋
渡
し
と
な
る
効
果

的
な
新
聞
・
広
報
紙
づ
く
り
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後

「
地
元
に
帰
っ
て
徳
島
大
会
を

伝
え
よ
う
！
」
を
合
い
言
葉
に

新
聞
づ
く
り
の
プ
ロ
か
ら
教
わ
っ

た
「
見
出
し
は
九
文
字
以
内
」

「
押
さ
え
て
流
す
」
と
い
っ
た

割
付
の
ツ
ボ
を
押
さ
え
な
が
ら
、

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
で
き
あ

が
っ
た
新
聞
が
徳
島
と
全
国
を

つ
な
ぐ
橋
渡
し
と
な
り
、
学
校

事
務
職
員
が
学
校
と
地
域
を
つ

な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

阿
波
版

五
番
札
所

創刊号

発行所
第５分科会
（徳島支部１）

徳
島
県
公
立
小
中
学
校
事
務

職
員
と
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
、
絵
画
・
書
道
・
工

芸
な
ど
の
習
作
展
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
里
芋
の
会

習
作
展
」
は
、
お
互
い
の
趣

味
を
持
ち
寄
り
、
学
校
事
務
職

員
の
愉
し
い
交
流
の
場
に
し
よ

う
と
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え

る
そ
う
で
す
。
今
回
は
、
第

42
回
全
事
研
大
会
を
祝
し
、
徳

島
大
会
に
お
越
し
の
皆
様
に
、

阿
波
の
地
の
熱
い
思
い
出
と
な

る
よ
う
会
員
一
同
力

を
合
わ
せ
ま
し
た
。

第
５
回
徳
島
大
会

（
昭
和
48
年
度
）
の

事
務
局
長
で
あ
ら
れ

た
、
故
中
友
治
主
査

兼
事
務
長
が
描
か
れ

た
、
風
景
画
や
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
も
見
ど
こ

ろ
で
す
。

第
５
分
科
会
で
は
午
前
中
、
学

校
事
務
職
員
の
地
域
連
携
へ
の
参

画
及
び
学
校
事
務
組
織
の
あ
り
方

の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
鳴
門
教
育
大

学
院
阪
根
健
二
准
教
授
、
徳
島
新

聞
社
森
野
永
巳
部
長
、
教
職
員
課

長
白
井
俊
氏
、
富
田
中
学
校
小
山

晃
弘
事
務
室
長
の
４
名
が
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
と
な
り
、
貴
重
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。

阪
根
氏
に
よ
る
と
、
い
ま
学
校

と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
教
育
を

推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

事
務
室
が
広
報
紙
と
い
う
手
段
に

よ
り
情
報
発
信
を
行
い
、
地
域
連

携
の
中
心
を
担
っ
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
た
。
森
野
氏
か
ら
は
、

穴
吹
町
に
お
け
る
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
と
徳
島
新
聞
社
の
積
極

的
な
関
わ
り
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学

校
は
、
非
常
時
に
こ
そ
、
素
早
く

情
報
発
信
出
来
る
ス
キ
ル
を
も
つ

べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
白
井
氏

か
ら
は
徳
島
県
で
の
学
校
事
務
の

グ
ル
ー
プ
化
に
つ
い
て
、
今
後
の

県
教
育
委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
学
校
事

務
職
員
の
立
場
か
ら
、
小
山
氏
は
、

上
位
職
（
課
長
級
）
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
責
任
と
権
限
を

持
っ
て
学
校
経
営
の
中
核
的
役
割

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

学
校
事
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
地
域
に

積
極
的
な
情
報
発
信
を
す
る
こ
と

で
、
地
域
と
学
校
を
結
ぶ
、
新
し

い
事
務
組
織
の
役
割
が
見
え
て
く

る
と
熱
く
語
っ
た
。

心

を

つ

な

ぐ

広

報

紙

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

里

芋

の

会

習

作

展

大会の模様は 県・事・研とくしまホームページ（http://www.kenjiken-tokushima.jp/zenkoku_2010/）

ぞ め き の 音 と 共 に 華 や か に ！

ふ

た

た

び

徳

島

で

広報紙づくりに取り組む参加者

地元小学生が阿波踊りで歓迎

〜

〜

第４２回

阪根健二氏

森野永巳氏

期 日 7月28～30日9:30～18:00(30日は13:30まで）
場 所 アスティとくしま２階「フレアとくしま展示ｷﾞｬﾗﾘｰ」

（入場無料）

里
芋
の
青
の
葉
滑
る
玉
の
露

私
た
ち
の
新
聞
「
五
番

札
所
」
は
、
四
国
八
十
八
ヶ

所
霊
場
巡
り
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
徳
島
に
は
一
番

か
ら
二
十
三
番
ま
で
の
霊

場
が
あ
り
「
五
番
」
目
は

地
蔵
寺
で
す
が
「
羅
漢
さ

ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
霊
場
巡
り
と
は
、

弘
法
大
師
の
修
行
の
足
跡

を
た
ど
る
旅
。
す
べ
て
ま

わ
れ
ば
、
煩
悩
が
消
え
、

願
い
が
叶
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
旅
に
は
「
お
接
待
」

と
い
う
お
も
て
な
し
が
あ

り
ま
す
。
修
行
の
旅
を
励

ま
す
気
持
ち
と
寄
託
の
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
「
お
接
待
」
は
素

直
に
受
け
、
地
元
の
方
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。
第
五
分

科
会
参
加
者
の
皆
様
に
、

徳
島
か
ら
お
接
待
の
気
持

ち
を
た
く
さ
ん
届
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記


